
イランを統治したガージャール朝(1796-1925)では、19世紀前半に列強との軍事的衝突を経験

したことから、西欧式軍隊の創設がたびたび目指された。しかし、一連の改革で誕生した軍隊

は、近代主義的な「軍制改革史観」ともいうべき視点から、「失敗作」とみなされてきた。報告で

は、軍制改革で誕生した西欧式軍隊を対象に、①将校層の出自と任官における「売官制」の

存在、②軍事動員の実態とその意味、③兵員の社会的背景を検討し、当時のイランにおける

「軍隊」と「社会」の実像、並びにイラン社会の性格について考える。

公開講演会

2018年 12月 15日 （土） 14：00～ 18：00

戸山キャンパス 39号館 6階第7会議室

小澤一郎（東洋文庫研究員）

東京大学大学院人文社会系研究科博士後期課程を経て、博士（文学）（東京大学）。専門は近現代イラン史。
論文に、「露土戦争(1877-1878)による小銃拡散と「武装化」：火器史の「近代」の解明に向けて」『日本中東学会
年報』32(2016年)、「19世紀末ペルシア湾武器交易の性格：ガージャール朝による交易規制の検討から」『オリ
エント』59-1(2016年）などがある。2018年4月より公益財団法人東洋文庫研究員。

日 時

会 場

講演者

14:00～14:10 開会挨拶

14:10～15:40 講演「近代イランにおける「軍隊と社会の歴史」試論
―ガージャール朝軍事史再考の試み―」

15:40～16:00 休憩

16:00～18:00 討論

◎ プログラム ◎

＊司会：谷口眞子（早稲田大学文学学術院） ＊共催「軍隊と社会の歴史」研究会


